
■地域の魅力■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 188号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ブログから：地域の魅力 

 

昨年、世田谷区砧で全 182個の大型マンションが分譲された時、僕が運営する笑恵館にデベロッパーの広報担当

者が訪れ「地域の魅力」として紹介させてほしいと言うので、取材に応じることにした。 

その後、オーナーの田名さんが取材を受け、就航した現在でも地元のキーパーソンとして周辺環境のページ内で

紹介されている。 

https://wellith.jp/kinuta/voice06.html 

取材されたときには、笑恵館が「地元の魅力」と扱われることを嬉しく、光栄に感じたことを覚えている。 

だがその後、マンションの紹介サイトを見た時に、この巨大マンション自身の魅力がどこにも見当たらないこと

に気付いた。 

・ 

もちろん第一に重要なのは、住戸内の環境や設備、広さや価格、駅からの距離など住居そのものに関する条件だ

ろうが、もしもそれらが同等なら大切なのは周辺環境だ。 

誰しも自分の好きな環境で暮らしたいと思うのは当然だ。 

うるさくても都会が好きな人がいれば、不便でも田舎が好きな人もいるし、暖かい所や寒い所など、人の好みは

様々だ。 

そして、人間関係も大切な周辺環境であり、笑恵館のオーナーがキーパーソンとして紹介されるのはその表れだ

と僕は思う。 

だが、一時的に生活する賃貸ならまだしも、永続的に暮らす分譲住宅が、こんなことでいいのだろうか。 

自分自身もまた、周辺環境の一部分となる自覚は無いのだろうか。 

・ 

僕はもともと建築屋なので、マンション分譲の経験もあり、これまでこんな疑問を持つことはなかった。 

でも今回、自分たちが紹介されることにより、「地域の魅力」の意味を問い直すことになった。 



「地域の魅力」とは、地域外の人を引き寄せるだけでなく、地域内への定着を促す要因でもある。 

何の魅力も無い地域から人々が離れていくとしたら、魅力は地域存続に欠かせない。 

だとすれば、その地域に魅力を感じる人こそが、その魅力を守っていく必要があると思う。 

ところが、その魅力で集客するマンション自体が、地域の魅力を担わないのはどういうことか。 

マンション住民は、タダの客か、見物人か。 

・ 

恐らくほとんどの人が、地域の魅力づくりを、自治体の仕事だと勘違いしている。 

そして多くの市民たちが、自治体のまちづくりを熱心に手伝っている。 

だが、自治体の目的は地域の存続でなく自治体自体の存続だ。 

確かに戦前までは天皇を担いだ政府が臣民を支配していたが、もはや国民主権の民主社会だ。 

すでに自治体は合併を繰り返し、地域社会は消滅し続けている。 

地域社会の魅力づくりは、僕ら市民が自分でやるしかない。 

・ 

ビジネスは地域も国も越え、グローバルに広域化している。 

地域の魅力を技術や仕組みで作っても、すぐに真似をされ追い抜かれる競争社会では継続性の決め手にはならな

い。 

恐らく、地域の魅力を守り育てたいと願い取り組む人々の心しか、拠り所はないだろう。 

だがそれは、決して悲観的な議論でなくむしろ朗報だ。 

私たち自身が地域の魅力となることこそが、地域を担うことに他ならない。 

僕自身はもちろんのこと、笑恵館アパートの住民たちにさえ、その自負を感じる。 

地域の魅力に惹かれて入居する入居者でなく、地域の魅力を担う入居者たちが集うアパートを作ることが、国づ

くりだと僕は思う。 

 

http://nanoni.co.jp/20181211-2/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. 今週のトピックス：12/13 日本土地資源協会 経営会議 

 

毎月第 2木曜日 15時から、笑恵館で日本土地資源協会の経営会議を開催しています。 

普段の月は、会計の月次報告を中心に議論しますが、12月は年度末なので、来年のビジョンを語りたいと思いま

す。 

 

今年度は、地域の独立をサポートするためにせっかくＫ村に乗り込んだのに顔面を負傷してしまい、地主の学校

を書き上げてみたら、「地主≠所有者」という気付きから迷走が始まり、SHO-KEI-KAN展Ⅴも開催できず・・・

と、行動スケジュールがめちゃくちゃになってしまいました。 

今週は、会議に向けて準備をしている間にこのメルマガの発行も忘れ、1日遅れでお届けしている始末ですが、

そろそろ立て直さないと今年もおしまいです。 

てなわけで、明後日の会議は気合を入れていこうと思います。 

 

どなたでも傍聴可能です。 

 



 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）12/10 ○終日笑恵館で面談可 

（火）12/11 ○なのに作業日（青葉台） 

（水）12/12 ○なのに作業日（青葉台） 

（木）12/13 ○午後から笑恵館で面談可 

 15-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）12/14 ○なのに作業日（青葉台） 

 19-21時 ★カプラー起業交流会（三茶） 

（土）12/15 ○終日笑恵館で面談可 

 13-18時 ★笑恵館・起業塾 

（日）12/16 ○休業日 

 

■その後のイベント 

12/20 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

12/22 ★笑恵館・起業塾 

12/22 ★名栗の森オーナーシップクラブ例会（飯能） 

12/27 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

01/10 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

01/10 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

01/11 ★カプラー起業交流会（三茶） 

 

相談のある人、一杯やりたい人、歓迎です。 

松村の予定はこちらで随時公開しています。http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 



〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


